












要約：小児医療に携わる小児科医師が、小児慢性特定疾患その他の公的医療費補助制度を

どれ位知っているか、実際にどれ位関わったかについてアンケート調査を行なった。病院

勤務者は制度をよく知り、実際に関わっている者が多かったが、診療所医師は知識、関わ

りともに低かった。特に高年齢者にその傾向が強かった。制度に対する希望として、適応

疾患の拡大、適応条件の暖和を含む見直し、年齢超過者の処遇、手続き事務の簡素化、手

引きの発行、講習会を求める声があった。 


